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（２） 2003.2  広報おおの

供
や
住
民
対
話
な
ど
を
通
し
て
最

終
的
な
方
針
確
認
を
行
い
、
次
の

段
階
と
し
て
任
意
か
ら
法
定
の
協

議
会
へ
と
移
行
し
ま
す
。

法
定
協
議
会
の
設
置
は
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
両
市

村
の
議
会
に
よ
る
議
決
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議

会
事
務
局

所
在
地

有
終
会
館
２
０
２
号
室

電
　
話

1
66
・
１
６
０
０

フ
ァ
ク
ス

66
・
１
６
１
１

る
調
査
研
究
や
、
財
政
見
通
し
、

合
併
し
た
場
合
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
案
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
の
委
員
は
、
両
市

村
の
首
長
・
助
役
を
は
じ
め
、
議

会
の
代
表
や
学
識
経
験
者
な
ど
二

十
一
人
で
構
成
さ
れ
、
会
長
に
は

大
野
市
長
、
副
会
長
に
は
和
泉
村

長
が
就
任
し
て
い
ま
す
。

そ
の
下
部
機
関
と
し
て
、
両
市

村
の
職
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
幹

事
会
と
専
門
部
会
が
設
け
ら
れ
、

具
体
的
な
事
務
事
業
の
協
議
・
調

整
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

こ
の
任
意
協
議
会
に
よ
る
論
議

の
中
で
、
合
併
の
効
果
や
問
題
点

な
ど
合
併
に
関
す
る
考
え
方
の
と

り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
各
市
村
で
の
情
報
提

当
市
は
こ
れ
ま
で
、
歴
史
的
・

経
済
的
に
つ
な
が
り
の
深
い
奥
越

二
市
一
村
で
の
合
併
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
国
の
進
め
て
い
る
地
方

分
権
の
動
き
や
、
平
成
十
七
年
三

月
の
特
例
法
期
限
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
早

急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の

判
断
か
ら
、
昨
年
末
に
和
泉
村
と

合
意
し
、
一
月
十
四
日
に
両
市
村

に
よ
る
「
大
野
市
・
和
泉
村
任
意

合
併
協
議
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

任
意
合
併
協
議
会
で
は
、
合
併

の
可
能
性
も
含
め
、
合
併
に
関
す

今
、
県
内
を
は
じ
め
全
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、
地
方

分
権
や
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

市
町
村
合
併
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
月
十
四
日

に
は
、
当
市
と
和
泉
村
と
の
間
で
、
合
併
に
よ
る
効
果
や
問
題

点
な
ど
の
調
査
研
究
を
行
う
任
意
合
併
協
議
会
が
発
足
。
第
一

回
の
会
議
が
一
月
十
六
日
に
有
終
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

和泉村の一口メモ

大野郡和泉村は昭和31年、上穴馬村と
下穴馬村の合併により誕生しました。「和
泉」の村名は合併後の両村の「和」と九
頭竜川をはじめとする諸河川の源を意味
する「泉」と合わせ名付けられました。
昭和34年に、石徹白（いとしろ）村の

一部を編入して現在の村域が確定。その
後、電源開発事業の進展などにより、現
在は旧下穴馬村の範囲が居住区域となっ
ています。
人　口　774人
世帯数　286世帯

（平成14年10月１日現在）
村　域　東西20㌔㍍、南北18㌔㍍
総面積　332 .38平方㌔㍍

（広さは大野市、福井市に
次いで県内三番目）
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方
分
権
時
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の
対
応

ま
ち
づ
く
り
を
調
査
研
究

大野市�
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大野市・和泉村任意合併協議会　組織体系図

任意合併協議会��
（２１人）

幹事会��
＜事務レベルの最終調整＞

専門部会（各市村担当部課長）
＜現況調査・調整案などの取りまとめ＞

会議にかける

事案の協議・

調整を指示

会議にかける

事案・関係資

料の提出

情報提供

連絡調整

広
報
・
広
聴

協議

専門的な

調査・検

討の指示

調整方針

案などの

提出

・
消
防
部
会�

�

・
議
会
事
務
局
部
会�

�

・
教
育
部
会�

�

・
建
設
部
会�

�

・
産
業
経
済
部
会�

�

・
住
民
福
祉
部
会�

�

・
総
務
部
会�

�

任

意

合

併

協

議

会

・

事

務

局�
�

各
　
市
　
村�

�

各

市

村

議

会�
�

住
　
民�

�

幹
事
会
の
役
割�

�

�

�

協
議
会
の
役
割�

�

専
門
部
会
の
役
割�

�

●合併に関する調査研究など

　・合併する場合、合併しない場合など、

　　パターン別のシミュレーション

　・合併の効果、財政シミュレーションなど

●まちづくり計画案の作成

●住民への情報提供

・事務レベル調整の最高機関

・協議会会議の議案調整

・協議会運営の総合調整

・各種スケジュール調整

・専門部会間の調整

・現況調査の実施

　（調査票の作成、取りまとめ）

・調整項目の市村間協議

・調整原案の作成、取りまとめ

＜協議・決定＞

大野市長・和泉村長

各市村助役

各市村議会代表

各市村学識経験者

各市村助役

市収入役

各市村教育長

合併担当部長・課長・議会事務局長
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（４） 2003.2  広報おおの

任意合併協議会　今後の流れ�

任意合併協議会�

合併に関する最終方針の確認�

法定協議会へ移行�

大野市� 和泉村�

大野市�

大野市住民啓発活動� 和泉村住民啓発活動�

和泉村�

合併に関する調査研究�
�まちづくり計画案の作成�
�住民への情報提供�

・パンフレット作成�
・住民対話　など�

・パンフレット作成�
・住民対話　など�

事務局の体制（大野市職員３人・和泉村職員３人）�
　事務局長、次長、総務班長、事業班長、事務局職員�
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路
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●
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人
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新
井
　
悦
子
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工
会

松
田
　
七
男

森
林
組
合

吉
本
　
征
一
郎

観
光
協
会

木
下
　
宏
一

●
共
通

県
総
務
部
市
町
村
課
長

前
田
　
清
作
　
　
（
敬
称
略
）

会
長天

谷
　
光
治
大
野
市
長

副
会
長

池
尾
　
長
久
和
泉
村
長

委
員
の
構
成

●
大
野
市

助
役前

田
　
佳
一

市
議
会
議
長

畑
中
　
章
男

市
議
会
副
議
長

牧
野
　
勇

市
議
会
市
町
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合
併
調
査
研
究

特
別
委
員
会
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長

砂
子
　
三
郎

学
識
経
験
者

市
区
長
連
合
会

中
山
　
茂
樹

市
連
合
婦
人
会

吉
田
　
多
輝
子

商
工
会
議
所

第１回任意合併協議会の様子
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①印鑑（認印）
②所得の証明となる資料
給与・年金所得者…源泉徴収票（ない場合は給与明細書など）
その他の所得者…収支内訳書、帳簿、領収書など
③国民健康保険税・国民年金・その他社会保険料の領収書など
④生命保険料（個人年金保険料を含む）・損害保険料の控除証明書
⑤本人または扶養親族などが障害者の場合…障害者手帳
⑥配偶者特別控除に該当する場合…配偶者の所得証明書類など
※領収書、証明などは、平成14年中のものをお持ちください

市
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告

市
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告

市
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告

う
と
す
る
人

④
平
成
十
四
年
中
の
所
得
が
公
的

年
金
収
入
の
み
で
次
の
人

・
公
的
年
金
な
ど
年
末
調
整
を
行

っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
各

種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

（
例
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険

料
、
損
害
保
険
料
な
ど
の
控
除
）

・
前
年
末
に
社
会
保
険
庁
や
共
済

組
合
な
ど
に
申
告
（
現
況
届
）

し
た
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養

親
族
に
変
更
が
あ
る
人

※
所
得
が
な
か
っ
た
人
も
、
市
・

県
民
税
申
告
書
の
提
出
が
な
い

と
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行

が
で
き
な
い
場
合
や
、
国
民
健

康
保
険
税
が
正
し
く
計
算
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

申
告
が
必
要
な
い
人

・
平
成
十
四
年
分
に
つ
い
て
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

・
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
で

年
末
調
整
を
し
た
人

・
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
「
給
与
支
払
報
告

書
」
が
提
出
し
て
あ
る
人

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
と
受

け
付
け
を
二
月
十
二
日
k
か
ら
三

月
十
七
日
i
ま
で
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
平
成
十
五
年
一
月
一
日

現
在
の
住
所
地
で
、
前
年
一
年
間

の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
来
年
度
の
市
・
県
民
税
や

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。

申
告
書
の
提
出
期
限
は
三
月
十

七
日
i
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し

ま
し
ょ
う
。

申
告
が
必
要
な
人

①
平
成
十
五
年
一
月
一
日
現
在
で

大
野
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

十
四
年
中
（
一
月
一
日
〜
十
二

月
三
十
一
日
）
に
、
営
業
・
農

業
・
不
動
産
・
一
時
・
配
当
・

利
子
・
雑
・
譲
渡
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
ほ
か

①
に
該
当
す
る
よ
う
な
所
得
が

あ
っ
た
人
（
給
与
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
以
下
の
人
は
、
確

定
申
告
は
不
要
で
す
が
、
市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
）

③
所
得
が
あ
る
人
で
、
医
療
費
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
よ

市・県民税の申告に必要なもの

　日　程
2月12日　水
2月13日　木
2月14日　金
2月17日　月
2月18日　火
2月19日　水
2月20日　木
2月21日　金
2月24日　月
2月25日　火
2月26日　水
2月27日　木
2月28日　金

3月3日　 月

3月4日　 火

3月5日　 水
3月6日　 木
3月7日　 金

3月10日　月

3月11日　火
3月12日　水
3月12日　水
3月13日　木
3月14日　金
3月15日　土
3月16日　日
3月17日　月

 　　　 会　　　　　場

市役所談話室

　　ＪＡテラル越前上庄支所

　　ＪＡテラル越前本所

下庄公民館

（午前）庄林生活改善センター
（午後）南六呂師集落センター
（午前）乾側公民館 
（午後）小山公民館 
富田公民館

上庄公民館

（午前）蕨生集落センター
（午後）木本集落センター
阪谷公民館
（午前）五箇公民館

市役所談話室

農
業
所
得
者
確
定
申
告
受
付

問い合わせ先 大野税務署（166・２１８０）
市役所税務課市民税係（166・１１１１内線４２３）

申告相談と受け付けの日程・会場
受付時間：午前９時～午後４時

所所所所得得得得税税税税のののの確確確確定定定定申申申申告告告告
申告期間 ２月17日i～３月17日i

※給与所得者や年金所得者の還付申告は２月1日n～３月17日i

申告場所 大野税務署
※申告書は郵送でも受け付けます

≪申告書　自分で書いて　お早めに！≫

確定申告が必要な人
①平成14年中の事業所得・不動産所得などの合計額が、所得控除
（基礎控除・配偶者控除・扶養控除など）の合計額を超える人
②給与と年金を受けていて、年末調整をしていない人
③給与の年収が２千万円を越える人
④２カ所以上から給与を受けた人
⑤給与(退職）所得以外に20万円を超える所得がある人
⑥給与所得者で年末調整をしていない人
⑦給与所得者で住宅取得控除（住宅をローンなどで購入した場合)
・医療費控除（多額の医療費を支払った場合）・雑損控除（災害
や盗難にあった場合）を受けようとする人

（５）2003.2  広報おおの
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市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
皆

さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
十
四
年
十
二
月
末
現
在

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平成14年12月末現在��

一般会計�一般会計�

歳 入� �予算現額　154億9,110万6千円 ・ 収入済額　96億21万4千円��

歳 出� �予算現額　154億9,110万6千円 ・ 支出済額　87億6,504万8千円��

　市の基本的な歳入・歳出を経理する会計で民生費、

教育費、土木費などの経費が計上されています。

※予算現額とは、当初予算額に補正予算額と前年度

　からの繰越額を加えたものです。

（地方譲与税・繰越金など）��

（消防費・災害復旧費など）��

単位：千円

予算現額�
収入済額�

単位：千円�

予算現額�
収入済額�

市税の収入状況�

その他�

市債�

諸収入�

繰入金�

県支出金�

国庫支出金�

地方交付税�

市税� 3,768,557
2,858,115 (75.8%)

4,530,000
4,005,565(88.4%)

1,228,346
365,546(29.8%)

1,179,451
305,311(25.9%)

701,849
30,106(4.3%)

935,132
155,020(16.6%)

1,024,191
29,400(2.9%)

2,123,580
1,851,151(87.2%)

都市計画税�

入湯税�

特別土地保有税�

たばこ税�

軽自動車税�

固定資産税�

市民税� 1,393,623
1,121,182(80.5%)

1,953,516
1,407,931(72.1%)

69,863
71,812(102.8%)

191,958
144,207(75.1%)

117
2(1.7%)

183
149(81.4%)

159,297
112,832(70.8%)

その他�

公債費�

教育費�

土木費�

商工費�

農林水産業費�

衛生費�

民生費�

総務費� 1,713,576
1,119,279(65.3%)

2,862,074
1,941,300(67.8%)

1,698,495
852,329(50.2%)

1,384,222
565,240(40.8%)

796,558
462,593(58.0%)

2,469,247
927,041(37.5%)

1,979,128
1,245,557(62.9%)

1,506,576
834,604(55.4%)

1,081,230
817,105(75.6%) その他�

公債費�

商工費�

農林�
水産業費�

予算現額　15,491,106

支出�
済額�

(56.6%)

8,765,048

総務費�

民生費�

衛生費�

土木費�

教育費�

繰入金�
市債�
諸収入�

県支出金�
国庫支出金�

予算現額　15,491,106

収入�
済額�

(62.0%)

9,600,214

その他�

市税�

地方�
交付税�

（６） 2003.2  広報おおの
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特別会計�特別会計�

企業会計�企業会計�

　市が特定の事業を行うときに、一般会計と区分して経理�
し、その特殊性を明らかにするため設けられています。�

単位：千円�

予算現額�
収入済額�
支出済額�

介護保険事業�

下水道事業�

農業集落排水事業�

簡易水道事業�

老人保健事業�

国民健康保険事業�
2,737,524

4,844,923

1,710,319(62.5%)
1,849,135(67.5%)

3,066,485(63.3%)
3,251,902(67.1%)

84,179
39,461(46.9%)
47,118(56.0%)

1,488,658

430,607(28.9%)
531,141(35.7%)

1,969,693

157,199(8.0%)
688,742(35.0%)

2,236,879

1,438,884(64.3%)
1,472,277(65.8%)

水道事業�

251,526

89,342(35.5%)

98,887(39.3%)

大野市下水処理センター管理棟

（
１
９
２
票
）

⑨
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

認
証
取
得
　
（
１
８
８
票
）

⑩
予
算
説
明
書
を
全
戸
配
布

（
１
８
５
票
）

⑪
ふ
る
さ
と
林
道
　
美
山
・
大

野
線
開
通
　
（
１
８
３
票
）

⑫
小
山
工
業
団
地
へ
タ
ニ
コ
ー
㈱

進
出
決
ま
る
（
１
７
１
票
）

⑬
都
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
　
　
　
（
１
３
８
票
）

⑭
県
外
か
ら
の
越
美
北
線
利
用

客
に
無
料
観
光
券
配
布

（
１
３
５
票
）

⑮
大
野
ア
ー
ト
・
ウ
エ
ー
ブ
の

創
作
活
動
行
わ
れ
る

（
１
２
９
票
）

⑯
お
お
の
明
倫
館
２
０
０
２

皆
さ
ん
か
ら
投
票
い
た
だ
い

た
２
０
０
２
大
野
市
政
10
大
ニ

ュ
ー
ス
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

投
票
総
数
は
３
２
２
票
。
10

項
目
見
事
に
的
中
し
た
人
は

井
川
　
啓
一
さ
ん
（
小
矢
戸
）

米
津
　
繁
子
さ
ん
（
堂
本
）

の
２
人
で
し
た
。
順
位
と
得
票

数
は
次
の
通
り
で
す
。
多
数
の

投
票
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

①
乳
製
品
加
工
体
験
等
施
設
「

ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前
」
開
館

（
２
７
７
票
）

②
８
年
ぶ
り
の
市
長
選
挙

天
谷
光
治
氏
が
３
選

（
２
７
５
票
）

③
亀
山
周
辺
整
備
基
本
計
画
を

策
定
　
　
　
（
２
７
３
票
）

④
学
校
完
全
週
５
日
制
始
ま
る
　

（
２
５
８
票
）

⑤
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
（
２
３
５
票
）

⑥
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
　
　
　
（
２
２
７
票
）

⑦
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運
転

開
始
　
　
　
（
１
９
５
票
）

⑧
中
野
清
水
公
園
整
備
完
了

２２
００
００
２２
年年
大大
野野
市市
政政
1100
大大
ニニ
ュュ
ーー
スス

〜
第
１
位
は
「
ミ
ル
ク
工
房

奥
越
前
」
開
館
〜

（７）2003.2  広報おおの
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保
健センタ

ー

健
康通信

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）

������������������������������������������������������
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2003.２ №167

お
な
か
の
大
き
さ
は
ま
だ
目
立

ち
ま
せ
ん
が
、
母
体
が
妊
娠
に
適

応
し
て
い
く
大
切
な
時
期
で
す
。

つ
わ
り
が
続
く
と
心
身
共
に
つ

ら
く
な
る
の
で
、
夫
の
サ
ポ
ー
ト

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
胎

盤
が
完
成
す
る
ま
で
は
流
産
し
や

す
い
期
間
な
の
で
、
重
い
物
を
持

つ
な
ど
の
無
理
は
禁
物
で
す
。

市
役
所
市
民
課
に
妊
娠
届
を
提

出
し
、
母
子
健
康
手
帳
を
受
け
取

り
ま
し
ょ
う
。

胎
盤
が
完
成
し
母
体
が
安
定
し

ま
す
。
つ
わ
り
が
お
さ
ま
り
、
反

動
で
体
重
が
増
え
や
す
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
体
重
増
加
は
妊

娠
期
間
を
通
し
て
、
妊
娠
前
よ
り

十
i

ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
母
親
が
「
楽
し
い
」
と
感

じ
る
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
も
楽

し
い
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
無
理

の
な
い
範
囲
で
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ

フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に

こ
の
期
間
は
、
胎
動
を
感
じ
る
う

れ
し
い
期
間
。
赤
ち
ゃ
ん
の
聴
覚

も
発
達
し
て
く
る
の
で
、
夫
婦
で

優
し
く
お
腹
に
話
し
掛
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

お
な
か
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
に
つ
れ
、
腰
痛
、
お
な
か
が
張

る
、
尿
が
近
く
な
る
、
胃
に
圧
迫

感
が
出
て
く
る
な
ど
諸
症
状
が
現

れ
ま
す
。
早
め
に
出
産
・
入
院
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
期
間
は
、
夫
婦
で
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
行
う
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
症
状
を
和
ら
げ
る

工
夫
が
大
切
で
す
。
い
ろ
ん
な
情

報
な
ど
か
ら
出
産
へ
の
不
安
が
大

き
い
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
そ
の
と

き
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
の
経
過
を
診
る
た
め
、
定

期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
母
子

健
康
手
帳
に
添
付
し
て
あ
る
受
診

券
を
利
用
し
、
無
料
で
三
回
受
診

で
き
ま
す
。

三
月
九
日
h

午
前
九
時
か
ら

「
妊
娠
期
子
育
て
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
助
産
師
に
よ
る
助
言
の

ほ
か
、
育
児
相
談
（
生
後
二
カ
月

児
対
象
）
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま

す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
か
社
会
教
育

課
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

～ちょっと気になる健康料理～
“切り干し大根と青菜のあえ物”

※エネルギー：３０㌔㌍　塩分：０．５㌘
①ホウレンソウをゆでて流水に取り、絞って３～
４㌢に切る

②切り干し大根は水に漬けて硬めに戻し、熱湯に
さっと通してから、ざるにあげて水気を絞る

③シメジは石づき（硬い部分）を取ってほぐし、
モヤシと一緒にゆでて、ざるにあげ冷ます

④①～③を調味液であえ、かつお節をまぶす

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

妊
娠
中
は
、
家
族
が
増
え
る
と
い
う
喜
び
の
反
面
、

戸
惑
い
や
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
母
体
で
育
つ
期
間
は
約
四
十
週
間
。
こ
の

期
間
は
赤
ち
ゃ
ん
が
育
つ
だ
け
で
は
な
く
、
夫
婦
が
親

へ
と
成
長
す
る
た
め
の
大
切
な
期
間
な
の
で
す
。

材料（２人分）
ホウレンソウ・・・・３０㌘
切り干し大根・・・・５㌘
シメジ・・・・・・・２０㌘
モヤシ・・・・・・・２０㌘
削りかつお・・・・・少々
調味液
しょうゆ・・・・・小さじ１
砂糖・・・・・・・小さじ１/２
ごま油・・・・・・少々

大
切
な
定
期
健
診

妊
娠
初
期（

一
六
週
未
満
）

妊
娠
期
子
育
て
講
座

妊
娠
中
期

（
一
六
〜
二
八
週
未
満
）

妊
娠
後
期

（
二
八
週
〜
）

妊娠中の快適な過ごし方
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課

暮
ら
し
の

アアアア
ドドドド
ババババ
イイイイ
スススス
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部
屋
の
中
に
置
く
こ
と
は
難
し
い

よ
う
で
す
。
乾
燥
型
は
に
お
い
も

比
較
的
気
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
ま

で
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
室
内
に
置

け
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
生
ご
み
処
理
機
で
出
来

た
肥
料
は
窒
素
や
リ
ン
な
ど
の
栄

養
素
を
豊
富
に
含
み
、
肥
料
と
し

て
の
価
値
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
食
べ
残
し
が
肥
料
と
な
る

た
め
安
全
で
、
本
当
の
意
味
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

た
だ
し
栄
養
価
が
非
常
に
高
い

こ
と
か
ら
、
植
物
の
根
に
直
接
触

れ
る
と
根
腐
れ
を
起
こ
す
場
合
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
こ

の
よ
う
な
根
腐
れ
を
避
け
る
た
め

に
は
、
生
ご
み
処
理
機
で
作
っ
た

肥
料
と
土
壌
を
よ
く
混
ぜ
て
利
用

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

畑
や
庭
に
置
い
て
、
生
ご
み
を

投
入
し
ま
す
。
好
気
性
バ
ク
テ
リ

ア
（
空
気
が
好
き
な
菌
）
の
働
き

で
生
ご
み
を
た
い
肥
化
し
ま
す
。

手
軽
に
生
ご
み
を
処
理
で
き
、

清
潔
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
最
近

普
及
し
て
き
ま
し
た
。

大
別
す
る
と
バ
イ
オ
型
（
微
生

物
処
理
型
）
と
乾
燥
型
（
熱
・
温

風
処
理
型
）
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。
一
日
に
約
一
〜
二
i

ぐ
ら
い

の
量
を
処
理
で
き
る
も
の
が
一
般

的
で
、
処
理
後
の
量
は
、
バ
イ
オ

型
で
約
十
分
の
一
、
乾
燥
型
で
約

七
分
の
一
と
な
り
ま
す
。

バ
イ
オ
型
は
微
生
物
で
生
ご
み

を
分
解
す
る
た
め
、
か
な
り
の
減

量
化
が
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し

そ
の
半
面
、
に
お
い
や
微
生
物
の

温
度
管
理
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

生生ごごみみ処処理理機機

一
度
に
た
く
さ
ん
投
入
で
き
る

こ
と
が
利
点
で
す
が
、
熟
成
（
完

全
な
た
い
肥
に
な
る
ま
で
）
に
少

々
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
ご
み

の
水
分
量
が
多
い
と
虫
が
わ
く
こ

と
な
ど
が
難
点
で
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
設
置
場
所
に
は
工
夫

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象

平
成
十
四
年
四
月
一
日
以

生
ご
み
の
有
効
活
用
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
田
畑
に
ま
い
た
り
穴
を
掘
っ
て
埋

め
た
り
し
て
肥
料
に
す
る
、
ペ
ッ
ト
や
家
畜
の
え
さ
に
す

る
な
ど
、
皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
今
回
は
購
入
に
対
し
市
が
補
助
を
行
っ
て
い
る
、
生

ご
み
処
理
機
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

降
に
、
市
内
で
購
入
し
た
生
ご

み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

補
助
額

●
生
ご
み
処
理
機

購
入
費
の
三
分
の
二

（
限
度
額
四
万
円
）

●
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

購
入
費
の
二
分
の
一

（
限
度
額
五
千
円
）

必
要
書
類

申
請
書
、
購
入
し
た

領
収
書
の
写
し
、
市
税
の
納
税

証
明
書
、
写
真

補
助
の
申
し
込
み

三
月
三
十
一
日
i
ま
で

電気式生ごみ

処理機の種類

生ごみの量

それぞれの

特徴など

バイオ型

（微生物処理型）

約1/10程度に減量

●微生物による処理のため

出来た肥料は素手で触ら

ないほうが良い

●肥料が植物に直接触れる

と根腐れするので、よく

土と混ぜておく

●培養チップなど基材を定

期的に交換、補充する必

要がある

●塩分の強いものなど処理

機の微生物に害のあるも

のや、分解に時間のかか

るものは投入できない

乾燥型

（熱・温風処理型）

約1/7程度に減量

●処理された生ごみがたま

ってくるため、定期的に

取り出す必要がある

●乾燥後のものが発酵して

いないため、土に埋めて

そのまま苗を植えると発

育障害を起こす。埋めず

に土を覆うようにまくと

そこから発酵が始まり、

２～３ヶ月で肥料となる

●牛や豚の大きい骨などは

乾燥してもさほど減量化

できない

●本体価格が微生物処理の

ものと比べ、やや高めの

設定となっている
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出
す
場
合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
空
き
ビ
ン
と
間
違
え
な
い
よ
う

に
、
袋
に
「
化
粧
ビ
ン
」
な
ど
と

書
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
紙
類

縛
る
・
紙
袋
に
入
れ
る
な
ど
運

び
や
す
い
状
態
で
。

●
段
ボ
ー
ル

畳
ん
で
運
び
や
す
い
大
き
さ
に

し
て
出
し
て
下
さ
い
。

●
空
き
缶
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

中
が
見
え
る
袋
で
出
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ス
プ
レ
ー
缶
な

ど
は
爆
発
し
な
い
よ
う
、
必
ず
中

身
を
使
い
切
り
、
穴
を
開
け
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ジ
ュ
ー
ス
や
塗

料
な
ど
の
缶
類
で
、
中
身
が
残
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
き
れ

い
に
し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

通
勤
途
中
な
ど
に
、
別
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
ご
み
を
出
す
人
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
迷
惑
に
な
る

の
で
止
め
て
く
だ
さ
い
。
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
は
、
各
地
区
で
行

っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
協
力
し

付
近
の
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）

2003.2  広報おおの
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご
み
の
出

し
方
。
今
回
は
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
空
き
ビ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
空
き
ビ
ン

は
資
源
ご
み
で
す
。
キ
ャ
ッ
プ
を

取
り
、
中
を
水
洗
い
し
て
、
色
別

に
空
き
ビ
ン
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
板
ガ
ラ
ス
な
ど

板
ガ
ラ
ス
や
コ
ッ
プ
、
化
粧
ビ

ン
や
耐
熱
ガ
ラ
ス
な
ど
は
空
き
ビ

ン
と
材
質
が
異
な
る
た
め
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。
燃
や
せ
な
い

ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
危
険
な
も

の
を
出
す
場
合
は
、
袋
が
破
れ
な

い
よ
う
丈
夫
な
も
の
を
使
う
・
二

重
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
お
願
い

し
ま
す
。
収
集
者
の
け
が
の
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
袋
に
「
ガ
ラ

ス
」
と
書
く
な
ど
、
中
身
が
分
か

る
よ
う
協
力
願
い
ま
す
。

ま
た
多
量
の
化
粧
ビ
ン
な
ど
を

大
野
市
弓
道
協
会
は
、
昭
和
四

十
年
に
発
足
し
、
現
在
の
会
員
数

は
約
四
十
人
。
十
代
か
ら
七
十
代

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
、

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
弓
道
場
で
日

々
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

弓
道
は
、
江
戸
時
代
に
武
士
の

心
身
鍛
錬
の
一
つ
と
し
て
確
立
さ

れ
た
武
道
で
す
。

競
技
に
は
二
十
八
c

先
の
的
を

ね
ら
う
「
近
的
」
と
、
六
十
c

先

の
的
を
ね
ら
う
「
遠
的
」
の
二
種

目
が
あ
り
、
的
に
当
て
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
矢
を
射
る
と
き
の
動

作
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

「
競
技
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

心
の
動
揺
か
ら
成
績
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
瞬

の
迷
い
で
動
き
が
乱
れ
、
矢
が
思

い
も
よ
ら
ぬ
方
向
へ
飛
ん
で
い
く

こ
と
も
。
だ
か
ら
技
術
だ
け
で
は

な
く
、
平
常
心
で
射
る
心
の
鍛
錬

も
大
切
な
ん
で
す
よ
」
と
会
長
の

（１０）

大野市弓道協会

������������������������������������������������

山
口
誠
一
さ
ん
。

毎
月
二
回
、
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
試
す
た
め
、
競
技

会
さ
な
が
ら
に
矢
を
射
る

「
射
会
」
を
開
催
。
こ
の
成

績
の
記
録
が
、
一
人
ひ
と
り

の
練
習
の
目
標
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
初
心
者
を
は
じ

め
、
弓
道
を
始
め
た
ば
か
り

の
高
校
生
な
ど
を
対
象
と
し

た
講
習
会
を
開
い
て
い
る
ほ

か
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
選

手
が
参
加
す
る
大
会
の
開
催

な
ど
、
競
技
の
普
及
に
も
積

極
的
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
弓
道
は
技
術
や
道
具
の

使
い
方
で
体
力
差
を
補
う
こ

と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
年
齢
に
関
係
な
く
楽
し
め

ま
す
。
こ
の
楽
し
さ
を
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
会

員
の
皆
さ
ん
。

興
味
が
あ
る
人
は
、
山
口
誠
一

さ
ん
（
1
66
・
３
７
３
７
）
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

技
術
と
心
、
両
面
を
鍛
え
る

今月のスナップ

オープンから856日目で50万人

ごみ？ゴミ？⑪
燃やせないごみなど

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所秘書広報課広報広聴

係（166・１１１１内線４４０）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

資
源
ご
み

ガ
ラ
ス
類
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富
田
小
学
校
で
は
、

昨
年
の
四
月
か
ら
給
食

に
地
場
産
の
農
産
物
を

使
っ
て
い
ま
す
。

学
校
に
野
菜
を
届
け
て
く
れ
る

の
は
、
下
麻
生
嶋
区
を
中
心
に
、

有
機
肥
料
な
ど
を
使
っ
て
農
産
物

を
作
っ
て
い
る
「
麻
地
菜
（
あ
じ

さ
い
）
グ
ル
ー
プ
」
の
人
た
ち
で

す
。ニ

ン
ジ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
新

鮮
な
野
菜
を
、
毎
日
約
二
百
人
分

届
け
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
給
食

を
食
べ
る
と
き
に
、
そ
の
日
の
食

材
を
作
っ
て
く
れ
た
人
の
名
前
を

校
内
放
送
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
麻
地
菜
グ
ル
ー
プ
か
ら
地

域
の
農
業
な
ど
を
学
ぼ
う
と
、
二

年
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

収
穫
の
秋
十
月
、
麻
地
菜
グ
ル

ー
プ
の
「
給
食
畑
」
を
訪
問
し
、

栄
養
豊
富
な
土
を
作
る
こ
と
の
大

2003.2  広報おおの （１1）
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切
さ
や
、
農
薬
を
使
わ
な
い
た
め

の
苦
労
な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か
、
今

年
実
っ
た
ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。

十
一
月
の
学
校
集
会
「
富
っ
子

秋
祭
り
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
学

習
や
体
験
、
交
流
の
様
子
を
画
用

紙
に
描
き
、
手
話
や
音
楽
な
ど
を

交
え
な
が
ら
発
表
。
集
会
に
は
、

お
世
話
に
な
っ
た
麻
地
菜
グ
ル
ー

プ
の
人
た
ち
も
招
待
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
ほ
か
、
学
校
全
体
で

「
給
食
あ
り
が
と
う
集
会
」
を

開
き
、
麻
地
菜
グ
ル
ー
プ
の
人
た

ち
を
招
い
て
一
緒
に
給
食
を
取
る

な
ど
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
全
校
で
、
こ
の
お

い
し
い
給
食
に
感
謝
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
て
い
く
そ
う
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

麻地菜（あじさい）
グループに学ぼう

富田小学校５年生

図書館�の�本�

熱かんで一杯のおいしい季節。
今回は日本酒を違った観点からと
らえた本を紹介します。
お酒には、体を緩め冷やす作用

のある陰性と体を引き締め暖める
作用のある陽性の二種類があり、
これには世界中の気候や食文化が
大きく関係しているそうです。
寒冷と熱帯の中ほどに位置する

日本では、陰性のウイスキーやウ
オッカよりも、やや陽性にあたる
日本酒のほうが、体に無理なく合
うと紹介されています。
このほか「日本酒がおいしくな

るちょこっと講座」など、よりお
酒が楽しくなる一冊です。

『米の酒はおいしい。』

せ
ん
。
本
当
に
奥
が
深
い
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
描
い
た
こ
と
の
な
い
題
材

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
で
す
ね
」
と
、
四
月
に
市
内
で

開
く
個
展
に
向
け
、
創
作
活
動
に

励
む
岩
崎
さ
ん
で
し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp
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岩
崎
敏
雄
さ
ん
は
、
昨
年
福
島

県
で
開
か
れ
た
第
十
五
回
全
国
健

康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）

の
美
術
展
「
洋
画
の
部
」
で
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
美
術
展

は
、
六
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

昭
和
六
十
三
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
洋
画
の
部
に

約
百
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

岩
崎
さ
ん
が
出
品
し
た
の
は

「
轉
生

て
ん
し
ょ
う

」
と
い
う
作
品
。
縦
約
八

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
美
術
展
で
金
賞

岩
崎
敏は

や

雄お

さ
ん
（
七
十
四
歳
・
明
倫
町
）

十
b

、
横
約
百
二
十
b

の
キ
ャ
ン

バ
ス
に
は
、
こ
け
む
し
た
杉
の
切

り
株
と
苗
木
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
神
社
の
参
道
で
偶
然
見
か
け

た
光
景
が
、
題
材
と
な
っ
て
い
ま

す
。
朽
ち
果
て
て
い
く
も
の
が
あ

れ
ば
、
新
し
く
生
ま
れ
て
く
る
も

の
も
あ
る
と
い
う
生
命
の
繰
り
返

し
の
よ
う
な
も
の
に
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
こ
の
感
動
が
さ
め
な
い

う
ち
に
描
き
と
め
た
く
て
、
家
に

帰
る
と
す
ぐ
に
筆
を
握
っ
て
い
ま

し
た
ね
」

制
作
期
間
は
約
一
カ
月
。
本
当

は
、
切
り
株
に
も
う
少
し
立
体
感

を
出
し
た
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

応
募
の
締
め
切
り
が
迫
っ
た
た
め

出
品
し
た
そ
う
で
す
。

「
絵
の
世
界
と
い
う
の
は
、
ど

こ
ま
で
や
っ
て
も
き
り
が
あ
り
ま

㈱オレンジページ刊
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雪まみれ楽しいな
１月４日から６日にかけて六呂師高原一帯で、

ＯＡＳＩＳ協会の「ウィンターカントリースクー

ル」が開かれました。市内外から小学生約30人が

参加し、かんじき歩行やスキーなど雪まみれにな

りながら、冬の自然を満喫していました。

2003.2  広報おおの

秘書広報課広報広聴係166・1111

（１2）

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

考えよう青少年の性
「輝け！子どもの心のフォーラム」が12月７日、

有終会館で開かれました。エイズ教育の実践者による

基調講演に続いて、大学生や養護教員、保護者の代表

がそれぞれの立場から意見を発表。青少年を取り巻く

現状と課題、各世代が果たす役割などを考えました。

平蔵ふれあいコンサート実行委員会による「平蔵

ＪＡＺＺ　ｎｉｇｈｔ」が開かれました。敦賀市在

住のサックス奏者と名古屋を中心に活動する演奏家

４人が「Ａ列車で行こう」など名曲を披露。約80人

の聴衆がリズムに酔いしれていました。

平蔵で初ジャズコンサート

人形劇に歓声
県内の劇団「風工場」による人形劇が図書館で

開かれました。公演ではおじいさんとおばあさん

がもちの争奪戦をする人形劇「あんもちみっつ」

のほか、腹話術やパネルを使ったゲームなどが披

露され、約80人の親子連れが楽しい時間を過ごし

ました。
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2003.2  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

実際の事例を通して青少年の非行防止について考え

ようと12月11日、有終会館で「公開ケース研究会」が

開かれました。更生保護婦人会や保護司会、教育関係

者など約１００人が参加し、地域や家庭、学校の役割

などについて熱心に意見を交わしました。

非行防止に事例研究

水草刈りなど河川きれいに
12月中旬に新堀川と縁橋川の清掃作業が行われました。

これはごみや水草などで環境が悪化している河川・水路

の改善を図ろうと河川環境保全事業の一環として行われ

たものです。期間中、８人の作業員が、ごみ拾いや草刈

り、玉石の処理などにあたりました。

目指せ名人！ふるさとかるた
市内の小学生を対象としたふるさとかるた大会

の予選会が、12月中旬から１月下旬にかけて公民

館や児童センターなど10カ所で行われました。会

場では、札が読み上げられるたび、あちらこちら

から子どもたちの「ハイ」という大きな声が響い

ていました。今月16日には予選上位者による決戦

大会が行われます。

交通死亡事故ゼロに向け

飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン飲酒運転追放街頭キャンペーン

交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議交通死亡事故抑止対策会議

昨年、大野警察署管内では９人の交通事故による犠牲者が

ありました。このような交通事故をなくそうと街頭でのチラ

シ配りや安全祈願のほか、老人会や学校関係への出前安全教

室や啓発看板の設置を行う「交通死亡事故抑止１００日作戦」

など、さまざまな取り組みが行われています。 交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭交通安全祈願祭
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そ
の
際
に
、
医
師
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
医
師
の
証

明
書
に
代
わ
る
書
類
に
つ
い
て
、

一
定
用
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り

高
齢
福
祉
課
で
の
発
行
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
こ
の
場
合
、
お
む
つ
に

か
か
る
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
と
な
る
人
（
引
き

続
き
お
む
つ
に
か
か
る
医
療
費
控

除
を
受
け
る
人
）
で
、
介
護
保
険

の
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受

け
る
な
ど
の
用
件
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
係
（
1
66
・
１
１
１
１

2003.2  広報おおの

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ�

国
民
年
金
の
保
険
料
に
納
め
忘

れ
が
あ
る
場
合
、
納
付
期
限
か
ら

２
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
２
年
を
過
ぎ
る
と

時
効
と
な
り
、
納
め
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

全
額
・
半
額
免
除
期
間
の
保
険

料
の
場
合
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

追
納
で
き
ま
す
。

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
追
納
す

る
に
は
、
納
付
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
納
付
書
は
、
電
話
で
郵
送

の
申
し
込
み
が
で
き
、
一
週
間
程

で
届
き
ま
す
。
金
融
機
関
や
郵
便

局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福

井
社
会
保
険
事
務
所
（
1
０
７

７
６
・
23
・
１
０
０
２
）

募
集
団
地

西
里
団
地

規
格

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

若
干

家
賃

月
額
６
９
０
０
円
〜

１
万
１
４
０
０
円

募
集
団
地

中
挟
団
地

市
で
は
、
市
税
の
納
付
に
口
座

振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
納
期
の
た
び
に
納
め
に

出
か
け
る
必
要
が
な
く
、
指
定
さ

れ
た
口
座
か
ら
税
額
を
振
り
替
え

で
き
る
便
利
な
制
度
で
す
。

金
融
機
関
な
ど
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。な

お
、
振
替
日
に
残
高
不
足
な

ど
に
よ
り
振
り
替
え
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
後
日
通
知
さ
れ

る
不
能
通
知
で
の
現
金
納
付
と
な

り
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
申
込
書
に
組
合
長
の
確

認
印
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
収
税
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
１
） 2月

規
格

３
Ｄ
Ｋ
風
呂
・
ト
イ
レ
付

募
集
戸
数

１
戸

家
賃

月
額
１
万
７
０
０
０
円
〜

２
万
８
１
０
０
円

資
格

一
定
の
収
入
基
準
の
範
囲

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日

２
月
24
日
i

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

畑
作
（
３
j

以
上
）
を
行
っ
て

い
る
人
に
つ
い
て
、
農
業
所
得
の

申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
申
告
の
目
安
と
し
て

使
用
さ
れ
て
き
た
「
農
業
所
得
標

準
」
が
廃
止
さ
れ
、
自
分
で
所
得

を
計
算
す
る
「
収
支
決
算
」
で
申

告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税

係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４

２
３
）

高
齢
者
で
お
む
つ
を
必
要
と
す

る
人
が
い
る
世
帯
の
場
合
、
お
む

つ
に
か
か
る
費
用
の
一
定
額
を
、

確
定
申
告
の
際
に
医
療
費
控
除
の

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
め
忘
れ
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

市
民
課

（１4）

内
線
４
８
３
）

市
と
市
内
の
郵
便
局
で
は
、
地

球
環
境
の
保
護
に
少
し
で
も
役
立

て
よ
う
と
、
使
用
済
み
の
年
賀
状

な
ど
を
回
収
す
る
ポ
ス
ト
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。

設
置
個
所

市
役
所
・
市
内
の
各

郵
便
局

回
収
期
間

２
月
28
日
m
ま
で

そ
の
他

大
野
・
中
野
・
元
町
の

三
郵
便
局
で
は
通
年
設
置

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
環

境
保
全
係
（
1
66
・
１
１
１
１

市
税
は
口
座
振
替
で税

務
課

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

高
齢
者
の
お
む
つ
代

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
課

畑
作
の
農
業
所
得

申
告
方
法
に
変
更

税
務
課

ああああっっっったたたたかかかか健健健健康康康康ままままつつつつりりりり
日時 ３月２日h午前11時～午後４時

場所 あっ宝んど

内容 コンピュータ健康クイズ（無料）

コンピュータヘルスチェック（無料）

体操・ゆとり音楽会（無料）

体力測定（無料）

骨密度検査（１５００円）

※入館は無料ですが、あっ宝んどの温浴施設やプール

施設を利用する場合は、料金がかかります。

※骨密度検査・体力測定は予約が必要です。

２月22日nまでに保健センター（165･７３３３）

または、あっ宝んど（166・７９００）に申し込ん

でください。

※参加者に「健康の花」のプレゼントがあります。

問い合わせ先 保健センター（165・７３３３）

回
収
し
ま
す

古
い
は
が
き
や
年
賀
状

生
活
環
境
課
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場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
16
歳
以
上
の
人

（
高
校
生
は
除
く
）

競
技
種
目

男
子
の
部
・
女
子
の

部
・
男
女
混
合
の
部

（
綱
引
経
験
者
は
１
チ
ー
ム
１

人
ま
で
。
男
女
混
合
の
部
は
男

女
１
人
ず
つ
可
）

チ
ー
ム
編
成

12
人
以
内

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

２
月
20
日
l

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大

野
市
綱
引
協
会
事
務
局
　
金
森

幸
治
さ
ん
（
中
野
町
１
丁
目
１

ー
15

1
66
・
３
６
９
１
）

日
程

３
月
15
日
n
〜
16
日
h

集
合
場
所

３
月
15
日
n
９
時
30

分
に
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
、
リ

フ
ト
券
売
り
場
前

会
場

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
（
宿

泊
先
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山

内
宿
泊
施
設
）

内
容

ス
キ
ー
講
習
な
ど

定
員

先
着
25
人

費
用

１
５
０
０
０
円
（
宿
泊
代

金
と
し
て
、
リ
フ
ト
代
別
）

申
込
締
切
日

２
月
20
日
l

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ク
ロ
ー
バ
ー
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事

務
局
　
松
田
隆
宏
さ
ん
（
０
９

０
・
３
７
６
９
・
２
３
８
２
）

地
域
で
親
子
の
交
流
を
深
め
る

「
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
　
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
（
ベ
ビ

ー
ル
ー
ム
）」。
お
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

２
月
23
日
h
（
２
月
17
日

月
締
切
）
・
３
月
９
日
h
（
３
月

３
日
i
締
切
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

身
体
測
定
を
希
望
す
る

場
合
は
母
子
手
帳
を
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保

2003.2  広報おおの

申
込
締
切
日

２
月
17
日
i

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福

祉
課
社
会
福
祉
係
（
1
66
・
１

１
１
１
内
線
４
７
３
）

自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
何
を

ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
の
か
な

ど
を
体
験
す
る
「
健
康
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
」。
正
し
い
食
習
慣
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
２
日
h
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

会
費

３
０
０
円

定
員

50
人

申
込
締
切
日

２
月
20
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保

健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３
３

３
）

悪
質
商
法
に
よ
る
若
者
へ
の
被

害
防
止
に
向
け
、
県
内
の
各
消
費

者
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
電
話
に
よ

る
消
費
者
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
６
日
l
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

消
費
者

セ
ン
タ
ー
（
生
活
環
境
課
内
1

健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３
３
３
）

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
高
齢
社
会

に
向
け
、
家
庭
で
だ
れ
で
も
簡
単

に
で
き
る
看
護
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
20
日
l
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

市
役
所
中
会
議
室

受
講
料

無
料

定
員

先
着
30
人

●INFORMATION

（１5）

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

県
と
市
で
は
、
消
費
生
活
全
般

に
つ
い
て
、
意
見
や
情
報
な
ど
の

提
供
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
期
間

２
月
14
日
m
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生

活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

日
時

２
月
23
日
h
午
前
９
時

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象

市
内
の
小
学
生
（
３
年
生

以
上
）

参
加
料

１
人
10
円

種
別

小
学
５
・
６
年
男
子
の

部
・
全
学
年
混
成
の
部

定
員

各
部
先
着
16
チ
ー
ム

準
備
物

上
履
き
な
ど

申
込
締
切
日

２
月
７
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス

ポ
ー
ツ
課
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
５
３
２
）

日
時

３
月
２
日
h
午
前
８
時
15

分
〜

赤
十
字
講
習
会

「
家
庭
で
の
看
護
方
法
」

福
祉
課

平成15年度の「市民グラウンド」「真名川憩いの島」「ふ

れあい公園」使用について、利用団体との日程調整を行う連

絡調整会議を開催します。平成15年度に各グラウンドを利用

する予定のある団体は必ず出席してください。

日　時 ３月13日l午後７時～

場　所 有終会館

その他 参加を希望する団体は「使用予定日申告書」に使用

希望日を記入し提出してください

（用紙は有終会館にあります）

日程が重なり、変更をお願いする場合がありますの

で、会議には必ず団体の責任者が出席してください

「使用予定日申告書」の提出締切 ３月７日m午後５時まで

申し込み・問い合わせ先
公共施設管理公社（有終会館内　165・８７６６）

※問い合わせ時間：午前８時３０分～午後５時

グラウンド使用日程の調整を行います

若
者
向
け

消
費
者
電
話
相
談

生
活
環
境
課

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
　
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

保
健
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

生
活
環
境
課

第
11
回
市
ス
ー
パ
ー
ド
ッ
ジ

ス
ポ
ー
ツ
課

第
11
回
市
民
綱
引
大
会

市
綱
引
協
会

１
泊
２
日
ス
キ
ー
講
習

市
ス
キ
ー
連
盟

健
康
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

市
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
　
若
葉
会
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と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
美
山
」
と

「
明
君
」
は
、
加
藤
さ
ん
が
杜
氏
と
し
て
任

さ
れ
て
い
た
酒
蔵
の
名
前
で
す
。

加
藤
さ
ん
は
二
十
歳
過
ぎ
の
こ
ろ
か
ら
、

毎
年
冬
に
な
る
と
京
都
の
伏
見
に
あ
る
酒
造

場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
元
年
に
は
、

酒
造
り
の
一
切
を
仕
切
る
杜
氏
を
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
毎
年
一
升
瓶
で
百
万
本
以
上

に
も
な
る
量
を
造
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
酒
造
り
で
は
、
発
酵
や
香
り
の
微
妙
な

変
化
が
次
の
工
程
へ
移
る
と
き
の
重
要
な
目

安
。
だ
か
ら
常
に
細
心
の
注
意
が
必
要
で
し

た
。
天
候
や
気
温
の
ち
ょ
っ
と
し
た
影
響
で

状
況
が
変
わ
る
た
め
、
期
間
中
は
少
し
の
間

も
気
を
抜
け
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」

平
成
十
三
年
の
春
に
杜
氏
を
引
退
。
昨
年

は
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
冬
を
過
ご

せ
た
そ
う
で
す
。

（１6）

我
が
家
に
家
族
が
増

え
た
。
そ
れ
は
雄
の
柴

犬
で
あ
る
。
生
後
四
十

日
目
で
知
り
合
い
か
ら

譲
り
受
け
、
我
が
家
の

一
員
と
な
っ
た
。
す
ぐ

に
家
族
中
の
人
気
者
と
な
っ
た
が
、
甘
や
か
し

た
り
、
し
つ
け
た
り
で
子
育
て
と
同
じ
で
あ
る

▼
現
在
七
カ
月
、
よ
く
食
べ
よ
く
眠
り
、
す
く

す
く
育
っ
た
か
わ
い
い
子
犬
時
代
は
終
わ
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
成
犬
の
大
き
さ
に
な
っ
た
。

人
間
の
年
で
言
う
な
ら
十
歳
、
わ
ん
ぱ
く
盛
り

で
あ
る
。
や
は
り
朝
・
夕
の
散
歩
が
待
ち
き
れ

な
い
様
子
で
あ
る
。
そ
の
散
歩
で
困
る
の
は
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
見
つ
け
て
食
べ
よ
う
と
す

る
こ
と
。
注
意
し
て
み
る
と
路
上
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
吸
い
殻
が
落
ち
て
い
る
の
に
気
付
く
▼

地
域
で
ご
み
拾
い
を
す
る
と
、
た
ば
こ
の
吸
い

殻
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
も
分
か
る
が
、
路
上

で
の
歩
き
た
ば
こ
や
、
車
の
中
か
ら
ポ
イ
捨
て

さ
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
ご
み
と
な
る
▼
「
路

上
禁
煙
条
例
」
こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら

れ
た
地
区
で
た
ば
こ
を
吸
っ
た
人
は
罰
金
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
東

京
都
千
代
田
区
が
全
国
で
初
め
て
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
愛
煙
家
に
と
っ
て
厳
し
い
条
例
と
な
っ

た
が
、
区
民
の
評
判
は
上
々
で
「
吸
い
殻
の
ポ

イ
捨
て
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で

い
る
と
い
う
▼
「
マ
ナ
ー
に
期
待
す
る
だ
け
で

は
、
歩
き
た
ば
こ
は
無
く
な
ら
な
い
」
と
条
例

を
つ
く
る
こ
と
を
決
断
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

大
野
市
で
は
こ
の
よ
う
な
条
例
を
つ
く
ら
な
く

と
も
“
吸
い
殻
は
灰
皿
に
捨
て
る
”
と
い
う
マ

ナ
ー
を
守
り
、
吸
い
殻
ご
み
を
ゼ
ロ
に
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
小
）

木
本
の
加
藤
幸
雄
さ
ん
（
七
十
四
歳
）
の

宝
は
、
酒
造
り
の
神
様
を
ま
つ
っ
て
い
る
松

尾
神
社
の
お
札
で
す
。
松
尾
神
社
は
京
都
の

嵐
山
に
あ
る
神
社
で
、
境
内
に
あ
る
井
戸
の

水
を
酒
だ
る
に
加
え
る
と
酒
が
腐
ら
な
く
な

る
な
ど
の
伝
説
か
ら
、
毎
年
多
く
の
酒
造
関

係
者
が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。

こ
の
お
札
は
良
い
品
質
の
酒
が
で
き
る
こ

と
や
作
業
の
安
全
な
ど
を
願
い
、
神
社
を
参

拝
し
た
と
き
に
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

お
札
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
松
尾
大
神
美
山
繁

栄
御
守
護
」「
松
尾
大
神
明
君
繁
栄
御
守
護
」

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

12月中の異動

１月１日現在

11,909世帯

40,115人

19,209人

20,906人

前　月　比

＋5世帯

－27人

－20人

－7人

転 入

転 出

43人

63人

出 生

死 亡

26人

33人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

696件

192件

8人

245人

504件

平成14年
12 月 末

比 較
平成13年
12 月 末

733件

181件

2人

225人

552件

－37件

＋11件

＋6人

＋20人

－48件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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一
月
号
の
中
で
内
山
七
郎
右

衛
門
良
休
の
「
郎
」
を
「
朗
」

と
間
違
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

文
字
や
文
章
の
間
違
い
に
つ
い

て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
注
意
し
て

い
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
…
反

省
し
お
わ
び
し
ま
す
。
今
後
、

よ
り
い
っ
そ
う
気
を
引
き
締
め

て
広
報
づ
く
り
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。（
養
）

編
集
後
記

内　訳

杜
氏
と
し
て
祈
願
し
た
お
札

加
藤
幸
雄
さ
ん
（
木
本
）

98

「
道
具
は
す
べ
て
酒
蔵
に
置
い
て
き
た
の

で
、
酒
造
り
に
関
し
て
手
元
に
残
っ
て
い
る

も
の
は
こ
れ
だ
け
で
す
。
健
康
で
事
故
も
な

く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
留
守
を
支
え
て

く
れ
た
家
族
と
、
こ
の
お
札
の
お
か
げ
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
ま
し
た
。

む
し
ろ
や
俵
を
作
る
わ
ら
細

工
な
ど
、
縄
仕
事
は
古
く
か
ら

冬
の
間
に
欠
か
せ
な
い
農
作
業

と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
わ
ら
細
工
を
地
域
の
人
か

ら
学
ぼ
う
と
、
上
庄
小
学
校
の

三
年
生
が
、
県
の
「
む
ら
の
達

人
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
東
新

市
さ
ん
（
中
据
）
を
招
い
て
、

し
め
縄
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

大
野
え
え
と
こ
⑪
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